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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンのない遺伝子は、7回膜貫通型タンパク質をコードしています。このタンパク質は、交感神経および中枢神経系のアドレナリンニューロンからの神経伝達物質の放出を制御するGタンパク質共役受容体のサブファミリーに属します。[RefSeq提供、2014年4月]、機能：α2アドレナリン受容体は、Gタンパク質の作用を介して、カテコールアミン誘導性のアデニル酸シクラーゼ阻害を媒介します。この受容体の作動薬の効力の順位は、クロニジン > ノルエピネフリン > エピネフリン = オキシメタゾリン > ドーパミン > p-チラミン = フェニレフリン > セロトニン > p-シネフリン / p-オクトパミンです。拮抗薬の場合、順位はヨヒンビン > クロルプロマジン > フェントラミン > ミアンセリン > スピペロン > プラゾシン > アルプレノロール > プロパノロール > ピンドロールです。,多型:位置451のまれな多型フレームシフトにより、542残基のタンパク質が生成されます。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	アドレナリン受容体α-2B抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

